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集
う
５
の
回
、
意
気
強
し

今
年
の
同
窓
会
は
、
卒
業
回
末
尾
５
の
三
五
～
八
五
回
生
の
有
志

が
幹
事
を
務
め
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
で

は
、
山
本
校
長

先
生
か
ら
例

年
の
学
事
報
告

に
代
え
、
Ｄ

Ｖ
Ｄ
の
映

写
に
よ
り
今
年

の
卒
業
式
の

答
辞
の
紹
介
が

あ
り
、
多
く

の

方

が

感

銘

を

受

け

た

様

で

し

た

。

続

い

て

講

師

の

森

岡

浩

さ

ん

（
五
五
回

）
に
よ
り
「
名

字
と
ル
ー
ツ

」
と
題
し
て
記

念
講
演
が
あ

り
、
長
年

の
研
究
に
基
づ

く
名
字
に
ま

つ
わ
る
多
岐
に

わ
た
る
話
を

興
味
深
く
拝
聴
致
し
ま
し
た
。

会
場
を

移
し
行
わ
れ
た

懇
親
会
。
今

年
は
ご
来
賓
を

含
め
三
六
〇

余
名
が
出

席
、
ま
た
、
五

十
名
を
超
え

る
今
年
卒
業
の

九
〇
回
生
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

山
根
風

仁
さ
ん
（
九
〇

回
）
の
チ
ェ

ロ
の
演
奏
の
後

、
い
よ
い
よ

開
会
。
ご

来
賓
の
紹
介
、

尾
﨑
正
直
高

知
県
知
事
（
六

一
回
）
の
講

演
に
続
き

、
森
郁
夫
支
部

長
（
四
一
回

）
の
乾
杯
の
発

声
に
よ
り
宴

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

懇
親
会

は
参
加
者
皆
さ

ん
が
歓
談
す

る
中
、
九
〇
回

生
の
紹
介
、

土
佐
高
Ｏ

Ｂ
Ｏ
Ｇ
学
生
よ

さ
こ
い
チ
ー

ム
「
陽
」
へ
の

カ
ン
パ
の
お

願
い
、
土

佐
校
ク
イ
ズ
大

会
、
抽
選
会

、
特
別
ゲ
ス
ト

の
酒
井
満
先

生
指
導
の

下
で
の
土
佐
校

体
操
と
続
き

、
そ
し
て
来
年

幹
事
の
６
の

回
へ
の
引

き
継
ぎ
式
も
無

事
に
終
わ
り

、
い
よ
い
よ
ラ

ス
ト
の
校
歌

斉
唱
を
迎

え
、
全
員
が
肩

を
組
み
高
ら

か
に
校
歌
を
歌

い
、
エ
ー
ル

を
切
り
大

盛
会
の
内
に
閉

会
と
な
り
ま

し
た
。
限
ら
れ

た
時
間
で
は

あ
り
ま
し

た
が
、
出
席
さ

れ
た
同
窓
生

皆
さ
ん
に
は
十

分
お
楽
し
み

頂
け
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

今
年
の

懇
親
会
は
予
想

を
超
え
る
参

加
者
と
な
り
、

嬉
し
か
っ
た

半
面
、
多

少
の
混
乱
も
生

じ
る
の
で
は

と
危
惧
し
て
い

ま
し
た
が
、

「
終
わ
り

良
け
れ
ば
全
て

よ
し
」
、
５

の
回
有
志
が
協

力
一
致
、
創

意
工
夫
を

凝
ら
し
、
準
備

万
端
、
企
画

、
運
営
、
進
行

に
取
り
組
ん

だ
結
果
、

大
過
な
く
幹
事

の
役
割
を
果

た
せ
た
も
の
と

安
堵
し
て
お

り
ま
す
。

四
五
回

中
井

興
一
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関東支部同窓会 ２０１５．６．６

＜関東支部同窓会 概要＞

開催場所：霞が関ビル３５階

東海大学校友会館

開催日 ：２０１５年６月６日（土）

式次第

関東支部総会

１．開会挨拶

２．支部活動報告

３．会計報告

４．監査報告

５．校長挨拶・学事報告

６．はちきん会のご案内

７．学生・若手社会人交流会のご案内

８．筆山会の紹介、ご案内

記念講演「名字とルーツ」

講師：森岡浩 氏（５５回）
懇親会

懇
親
会
の
始
ま
り
は

山
根
風
仁
く
ん
（
九
十
回
）

の

チ
ェ
ロ
演
奏

か
ら

記
念
講
演
の
森
岡
浩
氏
と
高
知
の
名
字
ベ
ス
ト
１
０

↑酒井満先生と土佐校体操

→デハラショップもオープン

幹事代表・中井興一さん（４５回） 高知の味ごっくん
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今
年
の
関
東
支
部
同
窓
会
の
記
念
講

演
は
、
五
五
回
生
の
同
級
生
森
岡
浩
君

に
よ
る
「
名
字
と
ル
ー
ツ
」
で
し
た
。

森
岡
君
は
、
名
字
と
高
校
野
球
と
い
う

と
も
に
土
佐
中
・
高
で
興
味
を
も
っ
た

二
つ
の
テ
ー
マ
を
合
わ
せ
て
約
百
冊
の

著
作
を
出
版
し
て
い
ま
す
。
名
字
に
つ

い
て
は
、
中
学
一
年
に
代
数
を
習
っ
た

故
吉
本
要
先
生
が
、
新
入
生
の
名
字
を

聞
い
て
出
身
の
村
を
言
い
当
て
る
場
面

を
み
て
、
ど
う
し
て
名
字
か
ら
出
身
地

が
分
か
る
の
だ
ろ
う
と
疑
問
を
も
っ
た

こ
と
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

演
題
が
、
年
代
や
職
業
・
立
場
に
か

か
わ
ら
ず
、
誰
も
が
も
っ
て
い
る
名
字

と
い
う
身
近
な
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
こ
と

も
あ
り
、
土
佐
高
の
先
生
方
や
同
窓
会

本
部
・
支
部
か
ら
の
来
賓
の
皆
様
も
含

め
二
百
名
に
近
い
同
窓
生
が
耳
を
傾
け

ま
し
た
。
ま
た
、
同
級
生
の
田
口
祥
子

さ
ん
が
手
作
り
し
た
森
岡
君
の
著
書
の

表
紙
を
あ
し
ら
っ
た
円
形
の
飾
り
を
演

題
の
背
景
に
配
し
、
講
演
に
色
を
添
え

ま
し
た
。

隣
国
の
中
国
の
名
字
の
数
は
数
千
種

類
、
韓
国
は
約
三
百
種
類
で
あ
る
の
に

対
し
て
、
日
本
に
は
十
万
を
上
回
る
種

類
の
名
字
が
存
在
し
て
い
て
、
名
字
が

生
ま
れ
た
時
期
は
平
安
時
代
の
武
士
が

生
ま
れ
た
頃
だ
そ
う
で
す
。
そ
れ
ま
で

は
、
天
皇
よ
り
与
え
ら
れ
、
変
更
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
源
、
平
、
藤
原
、
橘

な
ど
の
姓
は
あ
り
ま
し
た
が
、
高
貴
な

身
分
に
限
ら
れ
、
広
が
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
平
安
・
鎌
倉
時
代
と
武
士
や
公
家

が
使
い
始
め
た
名
字
が
、
室
町
・
江
戸

時
代
と
時
を
経
る
に
従
い
庶
民
に
も
広

が
り
、
地
名
、
地
形
・
風
景
、
方
位
・

方
角
、
職
業
、
藤
原
姓
の
分
化
な
ど
に

よ
っ
て
、
次
々
に
生
ま
れ
て
き
た
名
字

の
ル
ー
ツ
を
紹
介
し
な
が
ら
、
明
治
政

府
に
よ
る
戸
籍
制
度
ま
で
の
足
跡
を
た

ど
り
ま
し
た
。
講
演
の
締
め
括
り
は
、

高
知
に
多
い
名
字
の
ラ
ン
キ
ン
グ
で
、

納
得
の
ト
ッ
プ
十
は
多
い
順
に
、
山
本
、

山
崎
、
小
松
、
浜
田
、
高
橋
、
井
上
、

西
村
、
岡
林
、
川
村
、
山
中
で
し
た
。

質
疑
応
答
も
活
発
で
盛
況
の
う
ち
に
終

演
し
、
懇
親
会
で
は
森
岡
君
の
名
字
に

関
係
す
る
著
書
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
あ
り

ま
し
た
。

関
東
支
部
同
窓
会
記
念
講
演
に
寄
せ
て

島
村
政
典
（五
五
回
）

下一桁が同じ同窓生とテーブルを囲んで

締
め
は
肩
を
組
ん
で
校
歌
斉
唱

先
導
の
エ
ー
ル
は
尾
道
か
ら
参
加
の

山
本
紳
さ
ん
（
五
五
回
）

ア
イ
ス
ク
リ
ン
ゆ
ず
君
・
バ
ニ
ラ
ち
ゃ
ん

お世話になった

恩師を囲んで



１年前の懇親会の壇上で旗を受

け継いだそのとき、責任感と高揚

感を感じたことを今でも覚えてい

ます。

１０年前の私は幹事の回ではあっ

たものの、同級生からの声かけに

応じ当日出席するだけで、もてな

される側におりました。

今回初めて幹事として同窓会に

臨むことになり、毎年当たり前の

ように開催されているこの会が、

実際はたくさんの方々の時間と知

恵と協力があってできあがってい

るものだということを強く実感致

しました。

今年は４５回生の方々が主となっ

て、準備会を仕切って下さいまし

た。また、前任の回の先輩方も準

備会に出席して下さり、色々とア

ドバイスをして下さいました。幹

事経験のない私にとって、経験者

の先輩方がたくさんいて下さった

ことは本当に心強く、頼もしいこ

とでした。

前任の回の先輩方からのアドバ

イスにより、早めに準備をスター

トさせようということで、１１月

には幹事の顔合わせをし、全体ミー

ティング１０回、役割担当ごとの

ミーティング等も各々でやってお

りましたので、延べにするとかな

りの回数であったと思います。

全体ミーティング後の飲みはお

約束のようなもので、さすが土佐っ

子というか、お酒が好きな方が多

く、お酒代で高くついてしまうと

いう高知あるあるみたいなことも

多々ありましたが、楽しい思い出

の一つです。世代を越え、ざっく

ばらんに話ができ、こういった縦

のつながりができるのは準備会の

良いところ、土佐校の良いところ

であり、特に今回の準備会の役割

分担で私の回である７５回生と８

５回生はタッグを組むことが多く、

一緒に飲みながら役割ミーティン

グをしたりしたことで、今まで交

流がなかったことが嘘のように仲

良くなれたことは、とてもうれし

く感じております。

今回の関東支部総会で特に力を

入れた案内状のコンセプトは「内

容盛りだくさんでより興味がわく

もの」ということで、早くから準

備を始め、幾度ものミーティング

と飲みを重ね、みんなで案を出し

合うことで納得する内容が確定で

きたことはもちろんのこと、それ

をすばらしい形で表現してくれた

デザイン担当の谷脇奈蔵さん（７

５回）と中平彩夏さん（８５回）

の力はとても大きかったです。ま

た、役割分担を決め、それぞれが

責任を持ってやってきたことで、

大きなトラブルもなく、スムーズ

に準備ができ、無事に当日を迎え

ることができました。それが、今

回の最多参加人数達成という功を

奏したのだと思います。目に見え

る成果があるとやったかいがあり、

うれしいものですね。これからも

この準備会のやりがいと楽しさが

引き継がれていくことを願います。

最後になりますが、準備会に携

わって下さった皆様、同窓会にご

出席頂いた皆様に厚くお礼を申し

上げます。

( 4 )

関東支部同窓会準備会
島本陽子（７５回）

上左：ビールに校章ラベル貼り

上右：中央が筆者の島本さん



「高知家」というプロモーショ

ン活動が展開されていることは

以前から知っていた。テレビを

あまり見ない私だが、その存在

をそれでも知っていたのは、大

学時代住んでいた寮に「高知家」

ポスターが掲載されていたから

だ。上京してから７年が経ち、

いつの間にか高知の記憶を失い

かけていた私にとって、このフ

レーズとの出会いは自分のアイ

デンティティを再認識する良い

契機となった。

昨年１２月２０日、恒例の

「学生・若手社会人交流会」が

東京大学駒場キャンパスにて開

催された。毎年、社会でご活躍

されている土佐高校出身の先輩

方を講師としてお招きしており、

貴重なお話を伺う素晴らしい機

会となっている。今回は「高知

家」企画を実行されている５２

回生の安田雅彦さんにお越し頂

き、「２０２０外国人にも誇り

たい高知の魅力」というタイト

ルで、我々の故郷に関してご講

演頂いた。

「高知」の再勉強
山下達郎のファンクラブを結

成したことがきっかけで広告の

道へと進まれた安田さんは、大

学卒業後、株式会社電通へ入社

された。現在は様々な企業の広

告制作に携わる一方で、昔から

の目標であった「高知のことを

全国に広めたい」という思いを

実現すべく、高知県全体を家族

と見立て、高知の良さを全国に

アピールしていく「高知家」企

画を精力的に推進されている。

高知のことを誰よりも愛する安

田さんを講師にお迎えした本講

演では、「高知県の再勉強」と

いうコンセプトのもと、ダイビ

ングの穴場である「柏島」やサー

フィンで有名な「生見海岸」、

「皿鉢料理」「よさこい祭り」

の由来、「鯛ぜんざい」「カツ

オたたきバーガー」といった地

元料理の紹介、更には参加者が

一升瓶を一気に飲み干す「どろ

め祭り」やアーケード全てを居

酒屋に見立てた大規模宴会「大

おきゃく」など、高知に関する

見どころを存分にご紹介頂いた。

高知の宴会「おきゃく」
講演会の後には懇親会が開催

されたが、ここでは安田さんが

自ら実演する形で高知の宴会

「おきゃく」に関してご講義頂

いた。乾杯と返杯、よさこい鳴

子踊りの歌まではおなじみだが、

私を含めた若手世代でそれ以外

の内容を把握している人は少な

いのではないだろうか。全員参

加型で盃をあけていく「菊の花」

や、回した独楽（こま）の先端

にいる人がお面の形をした杯で

お酒を飲み干す「べろべろの神

様」、お箸を使って数を当てあ

う「はし拳」など、高知ならで

はのお座敷遊びを実演して頂き、

会場は大盛況だった。

「高知を救うがは、
外の世界を知っちゅう

脱藩組やき。」
故郷に対する帰属意識、そし

て郷土愛が完全に復活した私の

現在の目標は、高知県の良さを

他の方々に知ってもらい、実際

に訪れてもらうことである。今

回の交流会に参加した私たちは、

「高知の再勉強」で様々な知識

を身につけ、「おきゃく」実演

により伝統的なお座敷遊びも把

握した。そんな我々「土佐の脱

藩組」が積極的に周囲に働きか

けることで、「高知家の家族」

を一人でも増やしていくことが

出来れば、と思う。
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学生・若手社会人交流会 ２０１４
岡村康平（８４回）

「高知家」の家族が集まれば
おきゃくのはじまり。



そ
の
場
が
し
ば
し
、
静
ま
り
返
っ
た
。

じ
っ
と
中
空
を
見
や
る
〇
〇
さ
ん
。
□

□
さ
ん
は
腕
組
み
し
た
ま
ま
眉
間
に
し
わ

を
寄
せ
て
い
る
。
女
性
の
△
△
さ
ん
な
ど

涙
目
に
な
っ
て
い
る
で
は
な
い
か
。
ち
ょ
っ

と
ク
ス
リ
が
効
き
す
ぎ
た
か
…
。

こ
と
し
一
月
半
ば
、
髙
知
県
東
京
事
務

所
内
の
会
議
室
で
の
こ
と
。
関
東
高
知
県

人
会
の
定
例
幹
事
会
で
テ
ー
ブ
ル
ス
ピ
ー

チ
に
臨
ん
だ
私
は
、
地
元
残
留
組
の
一
員

（
高
知
新
聞
社
勤
務
）
と
し
て
髙
知
県
の

厳
し
い
現
状
と
容
易
な
ら
ざ
る
未
来
に
つ

い
て
説
明
し
た
。
「
た
ぶ
ん
皆
さ
ん
が
思
っ

て
い
る
以
上
に
、
ふ
る
さ
と
の
状
況
は
ヤ

バ
イ
ん
で
す
よ
」
と
。

別
表
は
、
そ
の
際
に
用
い
た
資
料
の
抜

粋
だ
。
見
て
の
通
り
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
指

標
ば
か
り
を
あ
え
て
拾
い
出
し
て
あ
る
。

い
ま
、
髙
知
県
の
推
計
人
口
は
七
三
万

二
八
〇
〇
人
余
（
五
月
現
在
）
。
十
年
前

に
八
十
万
人
台
を
割
り
込
ん
で
以
降
も
、

年
平
均
で
七
千
人
弱
が
減
り
続
け
て
い
る
。

二
〇
四
〇
年
に
は
五
十
万
人
台
ま
で
落
ち

込
む
と
の
予
測
も
あ
る
。

た
と
え
五
十
万
人
だ
ろ
う
が
、
人
口
ピ

ラ
ミ
ッ
ド
が
正
三
角
形
に
近
け
れ
ば
そ
れ

ほ
ど
案
ず
る
に
は
及
ば
な
い
。
し
か
し
、

そ
れ
が
絶
望
的
だ
か
ら
頭
を
抱
え
る
。

〈
こ
の
ま
ま
な
ら
全
国
の
自
治
体
の
半
数

ほ
ど
が
消
滅
す
る
可
能
性
が
あ
る
〉

そ
う
や
っ
て
警
告
を
発
し
た
日
本
創
成

会
議
の
「
増
田
リ
ポ
ー
ト
」
に
よ
れ
ば
、

髙
知
県
内
三
四
市
町
村
の
う
ち
二
三
市
町

村
が
消
え
て
な
く
な
る
。
少
子
高
齢
化
の

全
国
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
は
、
一
口
に
い
え

ば
地
域
消
滅
へ
の
階
段
を
真
っ
先
に
駆
け

下
り
て
い
る
状
況
な
の
だ
。

こ
れ
に
ス
ピ
ー
チ
で
は
、
無
縁
社
会
の

深
ま
り
を
映
し
出
す
孤
独
死
や
手
漉
き
和

紙
な
ど
の
各
種
技
術
・
技
能
の
継
承
困
難
、

税
の
滞
納
と
い
っ
た
モ
ラ
ル
ハ
ザ
ー
ド
な

ど
の
実
例
も
交
え
た
が
、
と
り
わ
け
強
調

し
た
の
は
生
活
保
護
世
帯
の
増
大
に
象
徴

さ
れ
る
貧
困
層
の
拡
大
だ
。

私
は
昨
年
夏
に
三
度
目
の
東
京
勤
務
と

な
っ
た
。
そ
の
都
度
、
感
じ
て
し
ま
う
。

地
元
の
情
報
発
信
力
の
問
題
も
あ
っ
て
、

県
人
の
誇
り
と
す
る
ふ
る
さ
と
の
窮
乏
ぶ

り
が
、
こ
ち
ら
に
伝
わ
り
き
っ
て
い
な
い
。

そ
こ
が
何
と
も
も
ど
か
し
い
…
。

こ
と
し
年
初
の
筆
山
会
新
年
会
に
顔
を

出
し
た
。
酔
っ
た
勢
い
で
「
ふ
る
さ
と
危

う
し
」
と
口
走
っ
た
ら
今
回
の
執
筆
と
相

成
っ
た
わ
け
だ
が
、
依
頼
文
に
は
〈
同
窓

関
東
人
に
向
け
て
、
危
機
的
状
況
と
明
る

い
報
告
を
し
て
い
た
だ
き
、
ま
た
脱
藩
組

が
ふ
る
さ
と
の
た
め
に
出
来
る
こ
と
な
ど

を
紹
介
し
て
…
〉
と
あ
る
。

二
つ
返
事
で
受
け
て
は
み
た
も
の
の
、

さ
て
困
っ
た
。

危
機
的
状
況
。
こ
の
ネ
タ
な
ら
い
く
ら

で
も
あ
る
。
明
る
い
報
告
。
こ
れ
も
、
決

し
て
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

尾
﨑
正
直
知
事
（
六
一
回
）
が
タ
ク
ト

を
振
る
髙
知
県
庁
は
、
「
ま
ず
は
食
い
ぶ

ち
か
ら
」
と
産
業
振
興
を
軸
に
据
え
、
移

住
促
進
や
外
貨
獲
得
の
た
め
の
観
光
力
ア
ッ

プ
に
も
注
力
し
て
い
る
。
そ
の
流
れ
で
私

と
同
じ
五
二
回
生
の
電
通
マ
ン
・
安
田
雅

彦
君
た
ち
に
よ
る
渾
身
の
「
髙
知
家
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
が
展
開
さ
れ
て
い
る
の
は
ご

存
じ
だ
ろ
う
。

朗
報
と
し
て
は
、
高
知
大
学
に
今
春
創

設
さ
れ
た
全
国
初
の
「
地
域
協
働
学
部
」

も
特
記
し
て
お
き
た
い
。

〈
地
域
社
会
が
抱
え
て
い
る
諸
課
題
を

調
和
的
に
解
決
し
、
地
域
社
会
の
再
生
と

持
続
的
な
発
展
を
図
る
〉
。
渡
り
に
船
の

よ
う
な
趣
意
で
こ
の
学
部
は
生
ま
れ
て
い

る
。
一
期
生
六
七
人
の
う
ち
約
七
割
は
県

外
出
身
者
。
卒
業
後
に
ど
れ
ほ
ど
髙
知
に

根
を
張
っ
て
く
れ
る
か
は
と
も
か
く
、
彼

ら
は
紛
れ
も
な
く
髙
知
フ
ァ
ン
と
な
り
、

い
ざ
と
い
う
時
に
は
頼
も
し
い
支
援
者
と

な
っ
て
く
れ
る
は
ず
だ
。

さ
て
問
題
は
、
「
脱
藩
組
が
ふ
る
さ
と

の
た
め
に
出
来
る
こ
と
」
。
こ
こ
か
ら
先

は
筆
が
お
い
そ
れ
と
進
ま
な
い
。

( 6 )

ふ
る
さ
と
救
援
は
「
世
代
の
習
合
」
か
ら

須
賀
仁
嗣
（
五
二
回
）

老年人口割合 ３２．２％ ２位（６５歳以上）

生産年齢人口割合 ５６．２％ ４６位（１５～６４歳）

年少人口割合 １１．７％ ４５位（１４歳以下）

人口自然減 －０．６９％ ２位

人口社会減 －０．２７％ ８位

高齢者のみの世帯割合 ２６％ ３位（全世帯数は３１万１千）

県民所得 ２１９万９千円 全国平均の７５％

給与総額 ２８万３千円 ２６位（＊）

有効求人倍率 ０．８２ ４１位（全国１．１５）

最低賃金 ６７７円 全国最低（全国平均７８０円）

生活保護率 ２７．４１‰ ３位（１０００人当たり）

離婚率 １．８７‰ １４位（１０００人当たり）

少年非行率 ３４．３‰ ２位（１０００人当たり）

就学援助率 ２４．３％ ３位

数字で見る高知県の現状：直近の統計から

（＊）常用労働者の月額、全国平均の約90％、トップは東京都の40万5千円



い
ま
、
国
は
「
地
方
創
生
」
の
旗
を
振

る
。
し
か
し
〈
知
恵
の
な
い
と
こ
ろ
に
は

カ
ネ
を
投
じ
な
い
〉
、
こ
こ
が
か
つ
て
の

「
ふ
る
さ
と
創
生
」
と
は
違
う
。
「
集
中

と
選
択
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
す
る
「
増
田

リ
ポ
ー
ト
」
と
連
動
し
て
弱
小
地
域
の
切

り
捨
て
を
煽
る
気
配
が
大
あ
り
だ
。

こ
れ
に
は
お
よ
そ
同
調
す
る
わ
け
に
は

い
か
な
い
が
、
提
唱
さ
れ
て
い
る
「
ふ
る

さ
と
投
資
の
推
進
」
は
、
資
金
難
で
埋
も

れ
て
い
る
起
業
家
や
伸
ば
す
べ
き
事
業
プ

ラ
ン
な
ど
を
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

で
後
押
し
す
る
狙
い
だ
。
「
ふ
る
さ
と
納

税
」
と
同
様
、
「
脱
藩
組
」
が
使
え
る
ツ
ー

ル
か
も
し
れ
な
い
。

た
だ
、
カ
ネ
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
ふ

る
さ
と
が
よ
り
希
求
し
て
い
る
の
は
ヒ
ト

（
人
材
）
そ
の
も
の
。
こ
こ
を
ど
う
す
れ

ば
い
い
の
か
…
。

〈
第
二
の
人
生
は
ふ
る
さ
と
で
〉
と
考

え
る
向
き
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
キ
ャ
リ
ア

を
生
か
せ
ら
れ
る
Ｕ
タ
ー
ン
の
道
筋
を
あ

の
手
こ
の
手
で
つ
く
り
上
げ
る
。
そ
ん
な

環
境
整
備
が
急
が
れ
る
。
い
ま
の
髙
知
に

は
、
と
り
わ
け
地
域
経
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
に

長
け
た
人
材
が
少
な
い
。
自
治
体
の
首
長

や
議
員
だ
っ
て
、
手
を
挙
げ
る
者
が
い
な

く
な
っ
て
い
る
。

も
っ
と
も
、
こ
こ
で
乗
り
越
え
る
べ
き

ハ
ー
ド
ル
が
一
つ
。
オ
ン
チ
ャ
ン
た
ち
が

帰
郷
の
一
念
を
起
こ
し
て
も
、
「
だ
っ
た

ら
あ
な
た
独
り
で
帰
れ
ば
」
。
奥
方
に
す

げ
な
く
突
き
放
さ
れ
る
パ
タ
ー
ン
の
多
さ

だ
。
こ
う
な
る
と
、
実
効
性
の
あ
る
オ
バ

チ
ャ
ン
吸
引
・
定
住
策
を
打
ち
立
て
る
方

が
先
決
だ
。

「
い
い
か
、
よ
く
聞
け
。

金
を
残
し
て
死
ぬ
者
は
下

だ
。
仕
事
を
残
し
て
死
ぬ

者
は
中
だ
。
人
を
残
し
て

死
ぬ
者
は
上
だ
。
よ
く
覚

え
て
お
け
」

後
藤
新
平
は
こ
う
言
い
残
し
て
世
を
去
っ

た
。
明
治
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
多
方

面
に
辣
腕
を
振
る
っ
た
傑
物
は
、
有
為
の

人
材
を
つ
く
り
だ
す
こ
と
が
人
と
し
て
最

上
の
仕
事
だ
と
説
い
て
い
る
。

岐
阜
で
襲
撃
さ
れ
た
板
垣
退
助
を
治
療

し
た
医
師
で
も
あ
っ
た
後
藤
は
そ
の
後
、

満
州
鉄
道
総
裁
や
帝
都
復
興
院
総
裁
な
ど

官
民
の
要
職
に
就
き
、
そ
の
先
見
の
明
と

度
外
れ
な
構
想
力
か
ら
「
後
藤
の
大
風
呂

敷
」
と
い
わ
れ
た
。
そ
れ
に
あ
や
か
れ
ば
、

県
立
大
学
の
完
全
無
償
化
、
卒
後
の
県
内

定
住
を
条
件
に
し
た
公
費
留
学
制
度
の
創

設
、
義
務
教
育
課
程
か
ら
の
寄
宿
制
度
く

ら
い
は
掲
げ
て
い
い
の
で
は
な
い
か
。

若
い
人
に
も
目
を
向
け
て
み
る
。

若
い
世
代
は
、
そ
の
時
代
に
見
合
っ
た

価
値
観
を
備
え
る
。
そ
こ
に
前
世
代
ま
で

が
持
ち
得
た
価
値
観
や
知
恵
を
つ
な
ぎ
合

わ
せ
、
調
和
さ
せ
て
収
め
る
。
こ
の
作
業

は
「
世
代
の
習
合
」
と
で
も
言
え
ば
い
い

か
。
価
値
観
が
刹
那
的
で
永
続
性
に
乏
し

い
と
、
無
駄
な
公
共
投
資
や
浮
薄
な
使
い

捨
て
文
化
を
生
み
だ
し
て
し
ま
う
。
そ
し

て
、
こ
れ
が
最
も
憂
う
べ
き
こ
と
だ
が
、

不
戦
と
専
守
防
衛
の
誓
い
さ
え
ゆ
る
が
せ

て
し
ま
う
。

世
代
の
習
合
。
こ
れ
を
ま
ず
は
関
東
同

窓
人
の
間
で
、
と
願
う
。
そ
こ
か
ら
「
ふ

る
さ
と
再
生
」
の
方
途
も
見
え
て
く
る
気

が
す
る
。

( 7 )

『
筆
山
』
の
編
集
委
員
と
な
っ

て
四
年
目
に
突
入
し
ま
し
た
。

年
に
二
回
の
編
集
作
業
で
先
輩

や
後
輩
な
ど
、
同
窓
生
の
活
躍

に
ふ
れ
、
刺
激
を
受
け
て
い
ま

す
。
ま
た
、
編
集
委
員
を
機
に

同
級
生
と
の
交
流
も
再
燃
し
、

関
東
は
も
ち
ろ
ん
、
地
元
に
帰

れ
ば
高
知
で
働
く
七
二
回
生
た

ち
と
も
語
り
合
う
機
会
が
増
え

ま
し
た
。

い
つ
し
か
私
も
高
知
に
戻
れ

た
ら
、
と
考
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
が
、
雇
用
の
壁
に
ぶ
つ

か
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
Ｕ
タ
ー

ン
を
阻
害
す
る
要
因
の
一
つ
だ

と
考
え
ま
す
。
そ
し
て
、
高
知

を
含
む
多
く
の
地
域
が
抱
え
る

共
通
の
問
題
で
も
あ
り
ま
す
。

培
っ
て
き
た
専
門
性
を
県
内

に
持
ち
帰
っ
て
活
か
し
た
い
、

と
思
っ
て
い
る
方
は
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
し
か
し

そ
の
た
め
に
は
、
既
存
の
仕
事

や
こ
れ
ま
で
ど
お
り
の
働
き
方

だ
け
で
は
対
応
し
き
れ
ま
せ
ん
。

各
地
で
多
様
な
経
歴
を
身
に
付

け
て
き
た
県
出
身
者
の
受
け
皿

と
な
る
よ
う
な
仕
事
や
働
き
方

を
創
出
し
た
い
。
し
か
し
、
何

か
ら
始
め
れ
ば
良
い
の
か
見
当

も
つ
か
ず
、
こ
の
四
月
、
大
学

院
の
門
を
叩
き
ま
し
た
。
偶
然

に
も
『
筆
山
』
編
集
長
も
こ
の

春
か
ら
大
学
生
と
な
り
、
編
集

委
員
に
は
女
子
大
生
が
二
人
も

お
り
ま
す
（
笑
）
。

大
学
院
は
Ⅳ
期
構
成
で
す
が
、

先
日
Ⅰ
期
が
終
了
し
ま
し
た
。

必
修
科
目
の
「
政
策
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
」
で
は
、
雇
用
・
観
光
・
Ｃ

Ｓ
Ｒ
・
地
域
経
済
な
ど
、
各
ゼ

ミ
の
教
授
の
専
門
分
野
に
「
協

働
」
の
視
点
を
掛
け
合
わ
せ
て
、

毎
週
、
チ
ー
ム
で
地
域
活
性
に

つ
な
が
る
政
策
を
模
索
し
ま
し

た
。
日
本
で
は
「
協
働
」
に
よ

る
地
域
活
性
の
成
功
例
が
ま
だ

少
な
い
の
が
現
状
で
す
。
し
か

し
、
土
佐
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
知
力

と
経
験
と
高
知
愛
を
集
結
す
れ

ば
、
高
知
を
も
っ
と
盛
り
上
げ

て
い
け
る
の
で
は
…
と
妄
想
し

つ
つ
、
自
分
の
研
究
を
高
知
の

特
色
に
合
っ
た
政
策
に
結
び
付

け
ら
れ
る
よ
う
、
事
例
研
究
や

考
察
を
進
め
て
い
ま
す
。
今
後

の
研
究
に
お
い
て
調
査
等
が
必

要
な
際
に
は
、
ご
協
力
を
賜
れ

ま
す
と
幸
い
で
す
。

「
高
知
家
」
の
家
族
が
笑
顔

に
な
れ
る
活
動
に
つ
な
げ
た
い
。

二
年
間
（
予
定
）
の
研
究
生
活

は
、
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
。

大
学
院
で
、
雇
用
と
地
域
を
学
び
始
め
ま
し
た

～
高
知
を
先
進
的
雇
用
の

パ
イ
オ
ニ
ア
県
に
し
た
い
～

七
二
回

勝
田
千
砂
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母
校
／
同
窓
会
本
部
／
各
支
部

同
窓
会
関
東
支
部
の
皆
様
に
は
益
々
ご
健

勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

平
素
は
母
校
に
対
し
格
別
の
ご
支
援
と
ご
厚

情
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
そ
れ

で
は
、
以
下
学
校
の
近
況
に
つ
い
て
ご
報
告

致
し
ま
す
。

○
第
二
次
百
年
委
員
会
答
申
を
受
け
て

第
二
次
百
年
委
員
会
（
岡
村
甫
委
員
長
）

か
ら
理
事
長
あ
て
提
出
さ
れ
た
答
申
（
答
申

内
容
は
学
校
の
Ｈ
Ｐ
「
学
校
案
内
」
欄
に
掲

載
し
て
あ
り
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
）
を

受
け
て
、
理
事
会
と
し
て
検
討
す
る
３
テ
ー

マ
と
学
校
と
し
て
検
討
を
要
す
る
６
項
目
そ

れ
ぞ
れ
に
対
応
す
る
組
織
を
立
ち
上
げ
ま
し

た
。
校
内
で
の
検
討
に
当
た
っ
て
は
、
全
員

参
加
に
よ
る
主
体
的
議
論
を
重
ね
土
佐
中
高

の
進
む
べ
き
道
を
探
求
し
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

○
新
年
度
・
新
学
期
が
ス
タ
ー
ト

新
入
生
諸
君
（
高
校
生
は
土
佐
中
以
外
か

ら
の
入
学
者
五
三
名
を
含
む
三
〇
四
名
、
中

学
生
は
二
五
五
名
）
も
新
し
い
学
校
生
活
に

も
慣
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。
中
で
も
初
々

し
い
中
学
一
年
生
を
迎
え
て
、
例
年
の
こ
と

な
が
ら
学
校
全
体
が
華
や
い
だ
雰
囲
気
に
包

ま
れ
て
お
り
ま
す
。
因
み
に
、
今
年
の
中
学

新
入
生
（
九
六
回
生
）
が
高
三
生
に
進
級
し

た
年
（
二
〇
二
〇
年
）
の
十
一
月
十
八
日
に

本
校
創
立
百
周
年
記
念
日
を
迎
え
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

一
方
、
そ
の
六
年
先
輩
と
な
る
九
〇
回
生

は
、
卒
業
式
を
経
て
思
い
出
深
い
学
び
舎
を

巣
立
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の
志
望
校
入
試
試
験
に

果
敢
に
立
ち
向
か
い
ま
し
た
。

○
大
学
入
試
結
果
に
つ
い
て

今
年
の
大
学
入
試
の
総
括
は
次
表
の
通
り

で
す
が
、
前
年
度
実
績
と
比
較
す
る
と
、
現

役
生
は
現
役
合
格
率
と
国
公
立
合
格
者
数
に

お
い
て
ほ
ぼ
同
水
準
を
保
っ
た
上
で
、
い
わ

ゆ
る
難
関
十
大
学
、
国
公
立
医
学
部
医
学
科

と
も
合
格
者
数
が
増
加
し
ま
し
た
。
一
方
、

既
卒
生
は
難
関
大
学
の
合
格
者
数
で
は
前
年

を
下
回
り
ま
し
た
が
、
国
公
立
医
学
部
医
学

科
の
合
格
者
に
お
い
て
は
前
年
を
上
回
る
結

果
と
な
り
ま
し
た
。

尚
、
主
要
大
学
合
格
者
数
に
つ
き
ま
し
て

は
学
校
の
Ｈ
Ｐ
「
進
路
の
部
屋
」
欄
に
掲
載

し
て
あ
り
ま
す
の
で
ご
覧
下
さ
い
。

○
高
校
県
体
な
ど
各
種
大
会
に
つ
い
て

ス
ポ
ー
ツ
シ
ー
ズ
ン
到
来
と
と
も
に
様
々

な
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
五
月
開
催
の
高

校
県
体
に
は
（
六
月
開
催
の
水
泳
競
技
を
含

め
）
、
十
七
競
技
に
三
八
五
名
（
男
子
二
三

八
名
、
女
子
九
七
名
）
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
、

四
国
大
会
、
そ
し
て
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
（
七
月

下
旬
か
ら
近
畿
二
府
六
県
で
開
催
の
「
君
が

創
る
近
畿
総
体
」
）
出
場
権
獲
得
を
目
指
し

た
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
始
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、

七
月
中
旬
か
ら
は
「
夏
の
甲
子
園
」
に
向
け

て
の
全
国
高
校
野
球
選
手
権
県
大
会
も
行
わ

れ
ま
す
。
一
方
、
中
学
の
部
で
は
六
月
か
ら

高
知
市
地
区
体
が
始
ま
り
、
県
体
、
全
国
大

会
と
日
程
が
組
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
大
会
へ
の
出
場
と
果
敢
な
挑
戦

を
通
し
て
、
今
年
も
「
よ
り
高
い
レ
ベ
ル
で

の
文
武
両
道
の
達
成
」
を
目
指
し
て
ま
い
り

ま
す
。

○
高
一
生
の
修
学
旅
行
に
つ
い
て

恒
例
の
学
校
行
事
で
す
が
、
今
年
も
十
一

月
十
六
日
か
ら
四
泊
五
日
の
日
程
で
高
一
生

の
東
京
・
京
都
の
修
学
旅
行
を
予
定
し
て
お

り
ま
す
。
中
で
も
東
京
圏
で
の
コ
ー
ス
別
研

修
（
十
一
月
十
七
日
予
定
）
は
生
徒
に
と
っ

て
、
今
後
の
進
路
を
考
え
る
上
で
の
貴
重
な

実
体
験
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
本
研
修
実
施

に
当
た
っ
て
は
い
つ
も
関
東
支
部
の
同
窓
生

の
皆
さ
ん
に
お
世
話
に
な
り
感
謝
し
て
お
り

ま
す
が
、
今
回
も
ど
う
か
宜
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

ご
報
告
は
以
上
で
す
が
、
暑
い
季
節
を
迎

え
る
中
、
皆
々
様
の
ご
自
愛
と
ご
健
勝
を
心

か
ら
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

母 校 便 り 学校長 山本 芳夫 （４０回生）

年度 ２７年度 前年度

現役合格率 ７０．５％ ７１．２％

国公立

現役合格者
１１８名 １１９名

難関１０大学＊
４２名

（現３０名）

４７名

（現２３名）

国公立・医学部

＜医学科＞

３１名

（現１１名）

２７名

（現１０名）

＊旧帝大、一橋、東京工、神戸

・本年度 東大７名（現４名）、京大３

名（現３名）

４月２９日 第５０回スプリングコンサート
高知県民文化ホール＜オレンジ＞にて
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支部便り
～各地のおすすめスポット～

北海道支部 山本隆昭（５３回）
花巡りで広さ体感。

１．静内二十間道路、直線七㎞の桜並木。全部同時の満開は数年に一度。

２．浦河西舎桜並木、全長三㎞。

３．平取芽生スズラン群生地、広さ十五㌶。

４．遠軽太陽の丘えんがる公園、十㌶に千万本のコスモス。

５．名寄智恵文ひまわり畑、十㌶に六十万本。

花期などはＨＰなどでご確認下さい。

東海支部 瀬沼憲司（６４回）
東海支部では、５月１６日（土）に再開発真っ

盛りで高層ビルが建設ラッシュの名古屋駅にて

総会をとりおこないました。新幹事長に４９回

楠正隆さん（今本四月より名古屋大学教授）が

選任され、会計には、５８回川上正衡さんが選

出されました。若返った役員にて頑張りますの

でよろしくお願いいたします。

関西支部 原田和人（５６回）
関西での新名所は、やはりキタは「グランフロン

ト大阪」、ミナミは「あべのハルカス」でしょう。

周辺商業施設も充実してきました。特に「あべの

ハルカス」が建つ天王寺の象徴は、元々は通天閣。

ジャンジャン横丁で串カツを堪能して、レトロな

通天閣とファッショナブルなハルカスを昇り比べ

るのも面白いかもしれませんね。

広島支部 沖田道子（４１回）

「忘れてはならない夏がある 昭和２０年８月

６日」。今年は被爆七十年。「絵で読む 広島

の原爆」西村繁男絵を片手にご家族で広島平和

資料館を訪ねての平和学習はいかがでしょう？

広島支部では、１１月７日、新同窓会名簿の表

紙を担当された、絵本作家の西村繁男さん４０

回をお迎えして総会が開かれます。

関東支部 浜崎円（７２回）
「オクシブ」という言葉をご存知でしょ

うか？渋谷駅から東急本店に向かって裏

手の松涛と、右手の神山エリアが、最近

こう呼ばれています。個人店ならではの

気持ちの良いサービスと、手頃で美味し

いお料理、そして渋谷とは思えない、静

かでゆったりとした時間がそこには流れ

ています。ネットで探せるのは便利です

が、自分の足でお気に入りを見つけてみ

てはいかがでしょうか。

香川支部 岡林龍範（７０回）
うどん県それだけじゃない香川県。されど「う

どん」は香川の代名詞、ということでご紹介い

たします。香川県坂出市にある日本一営業時間

の短いうどん屋さん、その名も「日の出製麺所」。

営業時間は午前１１時３０分～１時間、開店の

１時間以上前から行列ができることも。香川に

お越しの際はぜひ一度ご賞味ください。

展望台ハルカス３００の

公式キャラクター

あべのべあ

本部 土佐中・高等学校同窓会副会長

高木直之（５７回）
高知家・まるごと東部博が開幕！「高知県東部

の人のおもてなしとジオの恵みにであう旅」が

コンセプト。高知県東部9市町村を三つのエリ

アに分けて、室戸世界ジオパークセンター、北

川村モネの庭マルモッタン、安芸市立歴史民族

資料館などの施設を拠点とし、観光やイベント、

体験、交流を楽しむ博覧会。今年は東部が熱い！



■
六
月
六
日
（
土
）

霞
が
関
ビ
ル
に

て
、
新
卒
の
九
十
回
生
を
ご
招
待
し
て
、

末
尾
五
の
回
生
有
志
の
方
々
を
幹
事
に
、

総
会
・
懇
親
会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

支
部
報
告
や
会
計
報
告
の
後
、
山
本

校
長
先
生
か
ら
は
、
一
月
三
一
日
に
行

わ
れ
た
高
校
の
卒
業
式
で
の
、
卒
業
生

代
表
の
川
村
さ
ん
（
現
在
、

高
知
大
学
医
学
部
一
年
生
）

の
答
辞
を
映
像
で
ご
紹
介

い
た
だ
き
ま
し
た
。
後
輩

の
言
葉
に
胸
を
熱
く
し
、

土
佐
高
で
受
け
た
教
育
へ

の
感
謝
を
再
認
識
し
ま
し

た
。

■
基
調
講
演
は
、
森
岡
浩

さ
ん
（
五
五
回
）
に
よ
る

「
名
字
と
ル
ー
ツ
」
。
高

知
県
特
有
の
名
字
（
西
森

・
中
平
・
岡
林
）
を
含
む
、

高
知
県
名
字
ベ
ス
ト
五
十

の
発
表
も
あ
り
ま
し
た
。

■
懇
親
会
は
、
特
別
ゲ
ス

ト
の
土
居
徹
先
生
・
酒
井

満
先
生
を
お
迎
え
し
、
三
六
〇
名
超
と

い
う
記
録
的
参
加
者
数
で
し
た
。
最
後

は
全
員
で
の
集
合
写
真
を
撮
影
、
同
窓

生
が
ひ
と
つ
に
な
っ
た
瞬
間
を
味
わ
い

ま
し
た
。

■
お
知
ら
せ

は
ち
き
ん
会
は
、
十
月
三
日
（
土
）

受
付
十
時
半
か
ら
。
場
所
は
、
カ
ナ
ダ

大
使
館
地
階
の
「
ボ
ウ

デ
パ
ー
ル

青
山
倶
楽
部
」
と
決
定
し
て
お
り
ま
す
。

皆
様
、
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

（
詳
細
は
、
同
封
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご

覧
く
だ
さ
い
）
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関
東
支
部
の
皆
さ
ん
、
日
頃
は
同

窓
会
本
部
に
格
別
の
ご
支
援
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
本
部
で
は
最
近
、
年
に
一
度

の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
、
回
生
の

周
年
記
念
同
窓
会
だ
け
で
な
く
、
六

十
回
生
か
ら
八
十
回
生
代
の
若
い
世

代
が
中
心
と
な
り
、
色
々
な
会
を
活

発
に
企
画
運
営
し
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
関
東
支
部
の
み
な
さ
ん
の
活

動
が
刺
激
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

●
二
〇
一
五
会
員
名
簿
調
査
が

始
ま
り
ま
し
た

さ
て
、
す
で
に
皆
さ
ん
の
お
手
元

に
は
名
簿
調
査
は
が
き
が
届
い
て
い

る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
ま
だ
返
信
さ

れ
て
な
い
方
は
、
変
更
が
あ
る
な
し

に
か
か
わ
ら
ず
、
ポ
ス
ト
に
投
函
、

も
し
く
は
、
同
窓
会
Ｈ
Ｐ
の
二
〇
一

五
会
員
名
簿
変
更
バ
ナ
ー
や
携
帯
か

ら
返
信
を
お
願
い
し
ま
す
。
お
知
り

合
い
の
同
窓
生
で
、
こ
の
調
査
は
が

き
が
届
い
て
な
い
方
が
い
ま
し
た
ら
、

Ｈ
Ｐ
の
バ
ナ
ー
か
ら
登
録
を
お
願
い

し
て
く
だ
さ
い
。

●
名
簿
は
同
窓
会
の
命
で
す

会
員
名
簿
が
、
会
員
相
互
の
交
流
、

同
窓
会
活
動
活
性
化
の
一
助
と
な
る

と
同
時
に
、
母
校
の
一
層
の
発
展
に

繋
が
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
名
簿
発
行
の
趣
旨
を
ご
理
解
い

た
だ
き
、
一
人
で
も
多
く
の
会
員
の

み
な
さ
ん
が
ご
協
力
下
さ
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。
尚
、
名
簿
希
望

欄
に
サ
イ
ン
を
し
て
下
さ
っ
た
方
に

は
、
後
日
名
簿
協
力
金
の
振
込
用
紙

を
送
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
表
紙
は
絵
本
作
家
の

西
村
繁
男
氏
（
四
十
回
）

『
に
ち
よ
う
い
ち
』
や
、
土
佐
校

の
木
造
校
舎
を
描
い
た
『
向
陽
曼
陀

羅
』
で
お
な
じ
み
の
絵
本
作
家
、
西

村
繁
男
さ
ん
に
名
簿
の
表
紙
を
お
願

い
し
ま
し
た
。

●
会
員
名
簿
に
協
賛
広
告
を

お
願
い
し
ま
す

名
簿
に
掲
載
す
る
広
告
の
協
賛
を

お
願
い
し
ま
す
。
事
業
所
だ
け
で
な

く
、
回
生
同
窓
会
、
同
級
生
の
仲
間
、

ま
た
個
人
も
大
歓
迎
で
す
！
一
万
円

か
ら
八
万
円
（
モ
ノ
ク
ロ
全
ペ
ー
ジ
）
、

十
万
円
（
カ
ラ
ー
全
ペ
ー
ジ
）
ま
で

サ
イ
ズ
は
四
種
類
。
ご
協
力
い
た
だ

け
る
方
は
調
査
は
が
き
の
協
賛
広
告

希
望
欄
に
サ
イ
ン
を
お
願
い
し
ま
す
。

後
日
詳
細
な
申
込
用
紙
を
お
送
り
し

ま
す
。

●
名
簿
作
成
業
務
の
委
託

役
員
会
で
検
討
を
重
ね
た
結
果
、

今
回
初
め
て
、
個
人
情
報
の
安
全
性

・
正
確
性
で
有
数
の
実
績
を
持
つ
小

野
高
速
印
刷
㈱
の
ご
協
力
を
い
た
だ

く
こ
と
に
致
し
ま
し
た
。
何
卒
ご
理

解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
二
〇
一
五
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

は
八
月
十
五
日
（
土
）

七
月
上
旬
に
皆
さ
ん
の
お
手
元
に

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
届
き
ま
す
の
で
、
お

楽
し
み
に
！

副
会
長
（
二
〇
一
五
名
簿
委
員
長
）

横
田

整
二
（
四
十
回
）

本

部

便

り

関
東
支
部
便
り



◆
新
年
気
分
を
満
喫

昨
年
よ
り
幹
事
を
務
め
る
前
田
憲
一
さ

ん
（
三
七
回
）
の
薫
風
爽
快
た
る
司
会
で

新
年
会
が
開
催
さ
れ
た
。

◆
森
健
（
二
三
回
）
会
長
挨
拶

「
皆
さ
ん
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

筆
山
会
は
、
同
窓
生
の
連
携
を
密
に
し
た

交
流
の
場
と
し
て
お
互
い
に
精
神
的
に
も

サ
ポ
ー
ト
し
合
う
使
命
が
あ
る
。
戦
後
は

終
わ
っ
た
。
個
人
と
し
て
世
界
に
信
頼
さ

れ
る
国
と
な
る
よ
う
に
日
本
を
盛
り
上
げ

た
い
。
そ
の
た
め
に
も
元
気
で
楽
し
く
ジ
ャ

ン
プ
の
年
を
ス
タ
ー
ト
し
よ
う
。
」
格
調

高
い
ご
挨
拶
に
一
同
大
い
に
頷
い
た
。

関
東
支
部
支
部
長
の
森
郁
夫
さ
ん
（
四

一
回
）
。
経
済
界
の
重
鎮
ら
し
く
消
費
税

増
税
の
一
年
先
送
り
と
、
自
民
党
の
圧
勝

に
触
れ
た
。
参
加
者
多
数
の
三
七
回
・
三

八
回
に
圧
倒
さ
れ
る
！
と
の
ご
挨
拶
と
乾

杯
の
発
声
で
一
気
に
盛
り
上
が
る
。
し
か

し
、
乾
杯
前
か
ら
既
に
盛
り
上
が
っ
て
い

る
面
々
も
、
土
佐
ら
し
い
光
景
な
り
。

◆
特
筆
す
べ
き
は

防
衛
大
臣
の
重
責
を
負
う
中
谷
元
さ
ん

（
五
一
回
）
が
、
公
務
多
忙
の
中
、
奥
様

同
伴
で
参
加
。
「
お
お
っ
元
ち
ゃ
ん
久
し

ぶ
り
！
あ
っ
い
か
ん
大
臣
に
元
ち
ゃ
ん
は

い
か
ん
な
ぁ
。
」
の
声
に
、
「
ど
う
か
元

ち
ゃ
ん
で
お
願
い
し
ま
す
。
政
治
生
活
も

二
五
年
。
思
わ
ぬ
形
で
防
衛
大
臣
を
拝
命
。

『
人
生
常
に
有
事
即
応
』
と
心
得
え
る
。

今
が
我
が
国
の
正
念
場
だ
。
」
と
、
篤
く

簡
潔
に
語
っ
た
。

◆
好
々
爺
的
な
雰
囲
気
で

懇
親
会
司
会
の
中
島
宏
さ
ん
（
三
八
回
）

の
紹
介
で
関
東
支
部
幹
事
長
市
川
直
介
さ

ん
（
五
三
回
）
が
学
年
幹
事
の
見
直
し
に

つ
い
て
報
告
。

各
同
好
会
の
紹
介
と
お
誘
い
で
は
、
多

士
済
々
の
人
た
ち
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

発
揮
。
同
好
会
の
集
ま
り
の
多
さ
に
驚
嘆

す
る
は
筆
者
の
み
で
は
な
い
は
ず
。

◆
土
佐
高
バ
リ
全
力
疾
走

自
由
ス
ピ
ー
チ
の
時
間
。
同
郷
婚
を
意

識
す
る
人
が
増
え
、
高
知
へ
の
回
帰
願
望

も
生
ま
れ
る
の
で
は
と
語
る
・
織
田
祐
輔

さ
ん
（
四
五
回
）
。

幸
徳
秋
水
を
文
筆
家
と
し
て
一
目
置
い

て
い
る
と
話
す
・
西
内
一
さ
ん
（
三
十
回
）
。

三
七
回
の
黒
川
友
爾
さ
ん
と
武
政
茂
明
さ

ん
は
、
仏
像
彫
刻
の
制
作
談
話
。

浅
井
伴
泰
さ
ん
（
三
十
回
）
は
、
巨
人

軍
が
土
佐
高
の
全
力
疾
走
を
見
習
う
と
の

ス
ポ
ー
ツ
新
聞
を
紹
介
。
会
場
は
拍
手
喝

采
。
「
グ
ル
コ
サ
ミ
ン
を
飲
ん
で
次
回
お

会
い
す
る
の
を
楽
し
み
に
。
お
・
わ
・
り

・
ま
・
す
。
」
な
ん
と
も
味
わ
い
深
い
。

◆
フ
レ
ー
フ
レ
ー

土
佐
校
♪

高
田
谷
洋
さ
ん
（
三
八
回
）

の
音
頭
に
吉
本
恵
子
さ
ん

（
三
七
回
）
の
清
楚
な
歌
声

が
会
場
に
響
き
わ
た
り
、
参

加
者
の
校
歌
斉
唱
で
今
年
の

筆
山
会
も
お
開
き
と
な
る
。

六
月
の
総
会
を
前
に
、
森

健
さ
ん
か
ら
浅
井
伴
泰
さ
ん

へ
会
長
を
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
。

先
輩
方
が
築
か
れ
た
歴
史
を

受
け
継
ぎ
、
一
層
の
輝
き
を

増
す
よ
う
に
心
が
け
た
い
。

来
年
の
新
年
会
が
も
う
待
ち

遠
し
い
の
で
あ
る
。
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筆
山
会
幸
徳
正
夫
（
三
七
回
）

新
年
会

平
成
二
五
年
一
月
十
日

明
治
神
宮
を
前
に
臨
む
代
々
木
倶
楽
部
に
て

参
加
者

男
性
五
六
名

女
性
十
三
名

防衛大臣・中谷元さんを囲んで

会長の森健さんによる

新年会開会のごあいさつ

巨人軍の全力疾走を

紹介する淺井伴泰さん

また来年、

筆山会新年会でお会いしましょう！

華やかな女性陣

笑顔で校歌を歌う

吉本恵子さん



高
野
山
開
創
一
二
〇
〇
年
と
い
う
記
念
の

年
を
目
指
し
て
、
昨
年
の
春
に
三
泊
四
日
、

秋
に
三
泊
四
日
、
今
年
の
春
に
四
泊
五
日
と
、

一
年
か
け
て
八
十
八
ヵ
所
お
遍
路
の
旅
を
結

願
し
、
さ
ら
に
高
野
山
に
ま
で
お
参
り
に
い

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

メ
ン
バ
ー
は
土
佐
高
卒
業
生
五
名
（
三
七

回
馬
田
さ
ん
、
四
一
回
森
さ
ん
、
四
七
回
黄

川
さ
ん
、
五
六
回
西
森
さ
ん
、
私
）
を
含
む

総
勢
二
十
名
。
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
高
野

寺
の
ご
住
職
に
ご
引
率
い
た
だ
き
、
も
う
何

十
回
と
回
っ
て
ら
っ
し
ゃ
り
歩
き
遍
路
も
ご

経
験
の
あ
る
経
験
豊
富
な
お
寺
の
檀
家
の
皆

様
、
お
声
を
掛
け
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
高
知

在
住
の
同
級
生
や
東
京
在
住
の
友
人
や
先
輩

方
、
そ
し
て
母
。

年
齢
は
八
五
歳
か
ら
三
四
歳
ま
で
、
仕
事

も
経
験
も
違
い
ま
す
。
ベ
テ
ラ
ン
の
方
々
の

ご
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
に
と
、
出
発
に
先

立
ち
、
東
京
組
の
八
名
は
恵
比
寿
の
カ
フ
ェ

に
集
ま
り
、
お
遍
路
に
つ
い
て
の
ミ
ニ
レ
ク

チ
ャ
ー
を
実
施
。
お
遍
路
で
の
マ
ナ
ー
、
参

拝
方
法
、
お
経
の
読
み
方
、
準
備
す
る
も
の

に
つ
い
て
な
ど
、
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

そ
し
て
、
出
発
の
前
日
に
、
高
知
組
東
京

組
の
お
遍
路
初
め
て
の
十
名
で
は
り
ま
や
橋

で
待
ち
合
わ
せ
を
し
、
そ
の
ま
ま
仏
具
屋
さ

ん
に
行
き
、
白
装
束
、
杖
、
杖
カ
バ
ー
、
お

経
、
お
数
珠
、
ロ
ウ
ソ
ク
、
線
香
、
納
経
帳
、

帽
子
な
ど
を
一
式
揃
え
、
翌
朝
六
時
に
は
一

番
札
所
の
霊
山
寺
が
あ
る
徳
島
県
に
向
け
て

バ
ス
で
出
発
し
ま
し
た
。

徳
島
県
は
発
心
の
場
、
高
知
県
は
修
行
の

場
、
愛
媛
県
は
菩
薩
の
場
、
香
川
県
は
涅
槃

の
場
と
言
わ
れ
て
人
生
に
も
例
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

幅
広
い
年
齢
層
の
二
十
人
が
素
晴
ら
し
い

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
も
と
皆
で
助
け
合
い
、
宿

泊
は
お
遍
路
宿
や
お
寺
の
宿
坊
や
ホ
テ
ル
な

ど
様
々
で
、
だ
い
た
い
三
～
四
人
が
一
部
屋

の
こ
と
が
多
く
、
食
事
の
後
ど
こ
か
の
部
屋

に
集
ま
り
二
次
会
を
開
催
し
、
ま
る
で
大
人

の
修
学
旅
行
の
よ
う
で
し
た
。

私
に
と
っ
て
は
二
回
目
の
お
遍
路
で
、
ま

さ
か
も
う
一
度
元
気
に
お
遍
路
が
で
き
る
と

は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
と
て
も
楽
し

く
あ
り
が
た
い
経
験
で
し
た
。

そ
も
そ
も
初
め
て
「
お
遍
路
に
行
か
ん
か

ね
」
と
母
に
誘
わ
れ
た
の
は
、
二
〇
〇
六
年

の
秋
の
こ
と
。

丁
度
そ
の
二
年
前
に
大
病
を
経
験
し
、
九

か
月
の
治
療
が
終
わ
り
、
約
一
年
が
経
ち
、

髪
の
毛
も
生
え
そ
ろ
い
、
体
力
が
回
復
し
始

め
た
頃
で
し
た
。
自
分
の
手
術
の
四
日
前
に

父
危
篤
の
報
告
を
受
け
、
高
知
行
き
の
飛
行

機
に
飛
び
乗
り
ま
し
た
が
、
ボ
ン
バ
ル
デ
ィ

ア
機
の
滑
走
路
離
脱
事
故
に
よ
り
高
知
空
港

閉
鎖
。
上
空
で
四
十
分
間
旋
回
し
て
い
る
間

に
父
が
逝
き
、
死
に
目
に
会
え
な
か
っ
た
こ

と
も
心
の
中
で
大
き
く
ひ
っ
か
か
っ
た
ま
ま

で
し
た
。

父
が
あ
の
世
で
い
い
と
こ
ろ
に
行
け
ま
す

よ
う
に
、
迷
惑
を
か
け
た
家
族
が
健
康
で
幸

せ
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
自
分
の
病
気
が
治

り
ま
た
役
に
立
つ
仕
事
が
で
き
ま

す
よ
う
に
と
、
た
く
さ
ん
の
お
願

い
事
を
抱
え
て
、
初
め
て
の
お
遍

路
に
行
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
時
の
メ
ン
バ
ー
は
、
ご
住
職
、

母
を
含
む
お
寺
の
檀
家
の
皆
様
、

総
勢
九
名
で
最
高
年
齢
は
八
十
歳

台
、
私
が
一
番
の
若
手
で
し
た
。

も
ち
ろ
ん
歩
き
遍
路
で
は
な
く
、

ジ
ャ
ン
ボ
タ
ク
シ
ー
に
乗
っ
て
お

寺
の
近
く
に
止
ま
り
、
何
段
も
あ

る
石
段
を
登
り
お
参
り
を
す
る
。

約
一
二
〇
〇
年
も
前
に
こ
の
よ
う

な
山
の
上
に
お
寺
を
ひ
ら
く
と
は

ど
の
よ
う
な
苦
労
が
あ
っ
た
の
だ

ろ
う
、
き
つ
い
階
段
を
登
っ
て
身

体
を
動
か
せ
る
こ
と
は
な
ん
と
幸

せ
な
こ
と
か
、
澄
み
切
っ
た
空
気

が
漂
う
自
然
の
中
は
な
ん
と
清
々

し
い
こ
と
か
と
様
々
な
思
い
を
巡

ら
せ
ま
し
た
。

世
界
で
唯
一
の
循
環
型
の
巡
礼
地
で
あ
る

四
国
八
十
八
か
所
を
巡
り
終
え
る
と
、
自
然

に
も
う
一
度
行
き
た
い
と
い
う
気
持
ち
に
な

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
私
も
同
様
に
、

「
開
創
一
二
〇
〇
年
の
年
に
も
う
一
度
行
け

る
と
い
い
ね
え
」
と
母
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

リ
ン
パ
節
に
五
十
個
も
転
移
が
あ
っ
た
私
が

二
〇
一
五
年
ま
で
生
き
て
い
ら
れ
る
か
ど
う

か
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
も
し
行
け
る

な
ら
き
っ
と
東
京
に
住
ん
で
い
る
高

知
県
出
身
の
方
々
で
行
き
た
い
人
は

多
い
は
ず
だ
か
ら
自
分
が
味
わ
っ
た

清
々
し
い
気
持
ち
や
自
分
と
向
き
合

う
時
間
な
ど
を
経
験
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
っ
た
の
で
し
た
。

お
遍
路
や
高
知
滞
在
を
通
じ
て
高
知
の
食

や
自
然
の
深
さ
も
実
感
し
、
「
自
分
は
若
く

し
て
病
気
に
な
っ
た
け
ど
、
こ
の
先
少
し
元

気
を
無
く
し
た
人
が
帰
っ
て
こ
ら
れ
る
場
所

を
つ
く
り
た
い
な
あ
」
と
思
い
始
め
た
時
に
、

高
知
県
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
の
お
仕
事
を
い

た
だ
い
た
の
で
す
。

お
遍
路
は
、
私
に
と
っ
て
故
郷
を
思
う
気

持
ち
を
大
き
く
膨
ら
ま
せ
て
く
れ
た
と
て
も

貴
重
な
経
験
で
、
お
願
い
通
り
役
に
立
つ
仕

事
が
で
き
た
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
「
艱
難
、

汝
を
玉
と
な
す
」
と
い
う
言
葉
を
胸
に
、
さ

ら
に
精
進
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
！ま

た
の
機
会
に
お
声
を
か
け
さ
せ
て
頂
く

こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
の
時

に
は
た
く
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
申
し
上

げ
て
お
り
ま
す
。
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お

遍

路

濱
田
知
佐
（
五
六
回
）
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「
江
戸
っ
子
」
と
い
う
言
葉
は
比

較
的
新
し
く
、
安
政
二
年
（
一
八
五

五
）
の
大
地
震
の
あ
と
の
復
興
景
気

で
職
人
た
ち
の
懐
具
合
が
良
く
な
り
、

宵
越
し
の
銭
は
持
た
ね
え
と
ば
か
り

女
郎
買
い
に
走
り
、
昼
間
は
芝
居
見

物
に
う
つ
つ
を
ぬ
か
す
、
こ
の
よ
う

に
職
人
た
ち
の
景
気
が
良
か
っ
た
幕

末

に

、

職

人

連

中

が

自

分

た

ち

を

「
江
戸
っ
子
」
と
呼
ん
だ
の
が
始
ま

り
で
あ
る
。
従
っ
て
、
武
士
は
も
ち

ろ
ん
上
級
町
人
達
も
、
自
分
た
ち
を

江
戸
っ
子
と
呼
ぶ
こ
と
は
、
そ
の
後

も
な
か
っ
た
。
そ
の
江
戸
っ
子
た
ち

が
女
房
を
質
に
入
れ
て
も
口
に
し
た

が
っ
た
の
が
初
鰹
で
あ
る
が
、
初
鰹

が
珍
重
さ
れ
る
以
前
に
江
戸
っ
子
が

最
も
珍
重
し
た
の
は
、
白
魚
で
あ
る
。

隅
田
川
河
口
で
行
う
白
魚
漁
は
、
幕

命
に
よ
り
、
佃
島
漁
民
の
専
売
特
許

で
あ
っ
た
。

〈
江
戸
佃
島
の
由
来
〉

天
正
年
間
（
一
五
九
〇
頃
）
、
徳

川
家
康
が
江
戸
入
城
に
際
し
、
遠
州

浜
松
の
居
城
か
ら
摂
津
多
田
の
廟
所

（
摂
津
源
氏
）
お
よ
び
住
吉
大
神
に

参
詣
し
た
時
、
神
崎
川
に
渡
船
が
な

く
困
っ
て
い
る
と
、
摂
津
西
成
郡
佃

村
の
漁
民
が
漁
船
を
も
っ
て
家
康
の

一
行
を
渡
し
た
の
で
、
爾
来
、
家
康

伏
見
在
城
の
時
も
鮮
魚
供
進
の
命
を

蒙
む
る
。
そ
の
後
、
佃
村
の
名
主
森

孫
右
衛
門
が
村
内
の
漁
民
三
十
四
名

を
率
い
て
江
戸
に
召
さ
れ
、
江
戸
湾

で
漁
を
行
い
、
江
戸
城
の
魚
御
用
を

勤
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
慶
長
十
八

年
（
一
六
一
三
）
八
月
十
日
、
日
本

中
の
海
川
漁
猟
権
の
免
許
を
与
え
ら

れ
た
。
大
阪
両
度
の
陣
に
も
佃
村
漁

民
は
漁
猟
及
び
密
使
の
役
を
う
け
た

ま
わ
り
、
日
々
怠
り
な
く
仕
え
た
。

寛
永
年
間
（
一
六
三
〇
頃
）
、
鉄

砲
洲
の
東
の
干
潟
、
百
間
四
方
の
地

を
賜
り
、
正
保
元
年
（
一
六
四
四
）

二
月
漁
家
を
建
て
並
べ
て
、
本
国
佃

村
の
名
を
と
っ
て
、
佃
島
と
名
づ
け

た
。
佃
島
の
住
吉
神
社
は
、
本
国
摂

津
の
住
吉
大
社
を
勧
請
し
た
も
の
で

あ
る
。
こ
れ
よ
り
幕
命
に
よ
り
毎
年

十
一
月
か
ら
三
月
ま
で
白
魚
を
取
っ

て
幕
府
に
差
し
出
す
こ
と
と
な
っ
た
。

〈
白
魚
漁
〉

江
戸
に
は
元
々
白
魚
は
お
ら
ず
、

隅
田
川
を
は
じ
め
両
国
の
川
筋
に
産

す
る
所
の
白
魚
は
、
尾
州
名
古
屋
の

浦
よ
り
取
り
寄
せ
た
も
の
だ
と
い
う
。

（
一
説
に
摂
州
佃
村
か
ら
は
る
ば
る

取
り
寄
せ
た
と
も
い
う
）
。

白
魚
は
二
月
の
末
か
ら
隅
田
川
を

の
ぼ
り
、
三
月
頃
子
を
産
み
、
そ
の

子
が
秋
の
末
に
な
る
と
河
口
へ
お
り

て
く
る
と
こ
ろ
を
、
佃
島
漁
民
の
数

多

の
漁
舟

が
篝

火

を
と

も
し

つ

ら
ね
、

四
手

網

を
拡

げ
て

漁

っ
た
。

こ
れ

を

、
毎

年
十

一

月
か
ら

三
月

ま

で
続

け
る

の

で
あ
る

。
こ

の

景
が

江
戸

の

一
美
観

と
し

て

江
戸

人
に

賞

さ
れ
、

浮
世

絵

等
の

絵
画

に
描
き
残
さ
れ
て
い
る
。

白
魚
は

江
戸

人

が
特

に
好

ん

で
食
べ

た
高

級

魚
で

あ
っ

た

。
の
ち

に
白

魚

は
次

第
に

衰
微
し
、
鰹
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
る

の
だ
が
、
白
魚
漁
は
明
治
時
代
ま
で

続
い
た
。
江
戸
時
代
の
白
魚
の
料
理

法
は
現
在
と
同
じ
よ
う
な
も
の
だ
っ

た
ら
し
い
。
二
杯
酢
、
吸
い
物
、
揚

げ
物
、
佃
煮
等
が
あ
っ
た
ら
し
い
が
、

江
戸
人
が
最
も
好
ん
だ
も
の
は
、
新

鮮
な
白
魚
を
二
杯
酢
で
食
す
る
こ
と

だ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
の
次
に
、
白

魚
の
吸
い
物
を
好
ん
だ
と
思
わ
れ
る
。

江
戸
人
が
こ
の
白
魚
漁
の
景
と
白

魚
の
味
に
ど
れ
ほ
ど
こ
だ
わ
っ
た
か
。

白
魚
を
ふ
る
ひ
寄
せ
た
る

四
つ
手
か
な

其
角

「
月
も
朧
に
白
魚
の
篝
も
霞
む
春

の
空
・
・
・
」

歌
舞
伎
「
三
人
吉

左
廓
初
買
」
お
嬢
吉
左
の
冒
頭
の
セ

リ
フ
（
黙
阿
弥
作
）

白
魚
や
は
ば
か
り
な
が
ら

江
戸
の
水

竹
冷

（
四
一
回

西
岡
恒
憲
）

江
戸
百
景
（
七
）
佃
島
と
隅
田
川
白
魚
漁

（上）江戸切絵図＜尾張屋清七版（嘉永頃
-1850頃）＞より、隅田川河口の佃島。当
時は佃島と石川島だけで、月島地区はな
い。現在の佃島・月島地区の三十分の一
以下の面積である。

（上）歌川広重「名所江戸百景」より「永代
橋 佃し満」(安政三年-1856)。永代橋の
橋脚に半分隠れて白魚漁の四手網と篝
火を描き、前方に船をもやった佃島を描い
ている。

（上）現在の永代橋の下から、上図と同じ構図で昼間に撮
影。右に見えるのが佃島地区。左方は埋め立て地で広重
の時代より陸地が大幅に増えている。

（上）切絵図の矢印の地点から
撮影した現在の佃島。掘割と橋
の場所は江戸期のままである。



夏
の
風
物
詩
と
な
っ
た
ガ
ー
ナ
よ
さ
こ

い
交
流
。
今
年
も
、
日
本
研
修
旅
行
に
参

加
の
ガ
ー
ナ
高
校
生
約
二
〇
名
が
八
月
二

一
日
に
来
日
、
麻
布
学
園
な
ど
都
内
高
校

生
や
東
京
遠
征
の
土
佐
中
高
生
ら
と
合
流

し
て
、
八
月
三
〇
日
（
日
）
午
後
「
原
宿

ス
ー
パ
ー
よ
さ
こ
い
」
に
出
場
し
ま
す
。

国
際
学
生
チ
ー
ム
「
ロ
ッ
テ
・
ガ
ー
ナ
よ

さ
こ
い
連
」
が
表
参
道
行
進
の
ト
ッ
プ
ス

タ
ー
ト
を
切
る
の
は
一
一
回
目
。
猛
練
習

を
乗
り
越
え
た
生
徒
た
ち
が
ど
ん
な
踊
り

を
見
せ
て
く
れ
る
か
乞
う
ご
期
待
で
す
。

毎
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
続
け
て
き
ま
す

と
、
忘
れ
得
ぬ
生
徒
た
ち
の
顔
が
次
々
と

浮
か
び
ま
す
。

何
年
前
だ
っ
た
か
東
京
で
の
高
校
生
交

流
の
初
日
、
体
育
館
で
行
っ
た
オ
リ
エ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
（
自
己
紹
介
や
ゲ
ー
ム
を
し

て
雰
囲
気
に
慣
れ
る
）
の
場
で
、
高
知
か

ら
上
京
し
て
参
加
し
た
Ａ
君
の

心
細
げ
な
様
子
が
気
に
な
り
ま

し
た
。
引
率
の
先
生
に
よ
れ
ば
、

「
彼
が
上
京
し
た
い
と
申
し
出

た
の
で
驚
き
、
親
御
さ
ん
に
真

偽
を
確
か
め
た
」
く
ら
い
引
っ

込
み
思
案
だ
と
の
こ
と
。
遊
び

戯
れ
る
生
徒
た
ち
か
ら
離
れ
て

独
り
ぼ
っ
ち
の
彼
に
、
ガ
ー
ナ

の
女
生
徒
二
、
三
人
が
寄
っ
て

き
て
何
や
ら
話
し
か
け
て
い
ま

し
た
。
二
日
三
日
た
つ
と
、
仲

間
の
輪
の
中
に
い
る
彼
の
姿
が

み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
交
流

最
終
日
の
ス
ー
パ
ー
よ
さ
こ
い

を
晴
れ
晴
れ
と
し
た
顔
で
踊
り

き
り
ま
し
た
。
翌
年
も
参
加
し
た
Ａ
君
は
、

郷
里
で
英
語
弁
論
大
会
に
応
募
し
て
上
位

入
賞
を
果
た
し
周
り
を
驚
か
せ
た
そ
う
で

す
。極

度
に
繊
細
で
、
ガ
ー
ナ
人
に
抱
き
つ

か
れ
た
と
訴
え
て
メ
ソ
メ
ソ
泣
い
て
い
た

Ｂ
子
が
す
っ
か
り
逞
し
く

な
り
、
難
関
私
大
に
進
ん

で
米
国
留
学
に
旅
立
ち
ま

し
た
。
ま
た
、
奇
矯
な
行

動
が
目
立
っ
た
「
ク
ラ
ス

の
問
題
児
」
Ｃ
君
は
、
交

流
の
翌
年
「
ボ
ク
も
少
し

は
大
人
に
な
り
ま
し
た
」

と
胸
を
張
り
、
今
春
国
立

大
学
に
進
学
し
ま
し
た
。

彼
ら
は
、
（
時
間
に
ル
ー

ズ
な
ど
短
所
は
あ
っ
て
も
）

仲
間
と
助
け
合
い
分
か
ち

合
う
限
り
な
い
優
し
さ
を
持
ち
、

真
剣
に
夢
や
志
を
語
る
新
興
国
ガ
ー

ナ
の
若
者
た
ち
と
接
し
て
「
変
わ

れ
た
」
の
で
し
ょ
う
。
た
だ
Ａ
君

に
限
っ
て
は
、
ガ
ー
ナ
人
生
徒
の

中
に
部
落
の
呪
術
師
の
弟
子
が
い

て
も
し
や
魔
法
を
か
け
た
の
で
は
？

と
私
は
今
も
疑
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
ガ
ー
ナ
高
校
生
一
行
は

東
京
で
の
交
流
の
あ
と
九
月
一
日

か
ら
長
野
県
飯
田
市
に
一
週
間
滞

在
、
更
に
豊
田
市
（
ト
ヨ
タ
工
場

見
学
）
、
京
都
（
古
都
の
見
学
）

を
経
て
八
日
帰
国
予
定
で
す
。
詳

し
い
日
程
を
七
月
中
旬
ご
ろ
関
東

支
部
Ｈ
Ｐ
に
ア
ッ
プ
し
ま
す
の
で

ご
参
照
く
だ
さ
い
。

（
三
五
回

公
文
敏
雄
）

掲
載
写
真
は
二
〇
一
四
年
夏
の

「
ロ
ッ
テ
・
ガ
ー
ナ
よ
さ
こ
い
連
」

で
す
＝
沢
村
武
彰
さ
ん
（
三
八
回
）

撮
影

( 14 )

呼吸法（氣）トレーニングの集い

土佐高ＯＢ・ＯＧ
で、月に一度、呼吸
法のトレーニングを
実施しています。

プロスポーツ選手
から土佐高野球部ま
でご指導経験のある
瀧上先生のご指導の
下、正しい姿勢と全
身呼吸で、毎日を健
康に過ごしましょう。

世代を超えたメン
バー間の語らいもあり、皆終わった後は
心がすっと軽くなり、背筋も伸びて、活
力が湧いてきます。

東急池上線 洗足池駅徒歩１分
毎月第二日曜
１３時半～１６時１５分定例開催。
先生への謝礼として会費
（月額五千円）あり。
詳細は今年度幹事
７６回生 金澤・池田（宮村）
kienergy.tosa.kantobranch@gmail.com
までご連絡下さい。

ＮＨＫストリートでの集合写真

ガーナよさこいの夏です
「ガーナよさこい支援会」より

表
参
道
を
行
進
す
る
「
ロ
ッ
テ

・
ガ
ー
ナ
よ
さ
こ
い
連
」
先
頭

中村さん（３７回）、金澤さん・田口さ
ん（５５回）、浅井さん（３５回）らの
姿も



第一回撮影会の場所を、初会合にて《湯

河原梅林》に決定。三月十五日朝十時に湯

河原駅に集合。

前日の雨は上がり、雲は風に流されて青

空がだんだんと広がってきた。花の背景に

は青空がよく似合う。梅林口のバス停に着

くと、ほのかに梅の香を感じた。まずは、

山全体を撮影。モコモコっとピンクから白

のグラデーションが一面に広がる。

花はたくさんあれど、どの様に撮ったら

いいかは難しいもの。写真家弥勒展丈さん

（３７回）は、『梅の枝、苔、梅の花』と

テーマを決めて歩いた。出来上がった写真

の構図は、梅の枝が空をつかんでいるかの

ようで迫力を感じる。思いどおりに写真が

撮れるのが羨ましい。勉強熱心な橋田恵美

子さんは、自分好みの構図の写真はどうやっ

てとるのか？と弥勒先生に指導を仰いでい

る。初心者の私は、買ったばかりのカメラ

をまだ思うように調整できず、スマホ任せ

のほうが上手なのが現実。写真を撮りなが

らも頂上まで登るのが目的だった濱田継夫

さん（３７回）は、心地よい汗とともに山

頂の眺めを楽しんだ。森光紀夫さん（３７

回）は梅を眺めながらの「梅ソフトクリー

ム」も逃さず食べた。

旬の時期に被写体を求めての小旅行。次

回はどんな技を教えていただこうかと楽し

みにしている。まだまだ塾生募集中。ご一

緒しませんか。

中平公美子（５９回）

参加・お問い合わせは 橋田まで

hashida.yokohama@nifty.com

( 15 )

写真同好会 「土佐高写楽塾」

『
筆
山
』
の
編
集
を
お
手
伝
い
し
始
め
て

三
年
が
経
ち
ま
し
た
。
念
願
だ
っ
た
発
送
方

法
の
見
直
し
が
こ
の
第
五
八
号
で
実
現
し
ま

し
た
。
お
手
元
に
届
い
た
『
筆
山
』
は
ピ
ン

と
姿
勢
よ
く
、
カ
ラ
フ
ル
に
な
っ
て
い
ま
す

か
。
よ
り
読
み
や
す
く
お
届
け
出
来
る
こ
と

を
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

毎
号
、
新
し
い
出
会
い
や
ご
紹
介
か
ら
執

筆
依
頼
を
し
、
こ
ん
な
に
素
敵
な
方
が
同
窓

生
に
は
い
る
ん
だ
な
あ
と
発
見
し
ま
す
。
同

好
会
に
取
材
に
行
く
と
、
先
輩
後
輩
の
関
係

も
な
く
会
話
し
趣
味
を
楽
し
む
姿
を
羨
ま
し

く
思
い
ま
す
。
こ
ん
な
同
窓
生
を
皆
さ
ん
に

も
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
こ
の
思
い
が
十

六
ぺ
ー
ジ
を
作
っ
て
い
る
の
で
す
。

「
私
た
ち
同
窓
生
に
は
こ
ん
な
企
画
が
あ

る
ん
で
す
。
」
「
同
窓
生
の
活
躍
を
知
り
た

い
。
知
っ
て
も
ら
い
た
い
。
」
と
い
う
方
は
、

ご
一
緒
に
編
集
作
業
を
し
ま
せ
ん
か
。
ぜ
ひ

編
集
員
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

お
待
ち

し
て
い
ま
す
。
Ｎ

編

集

後

記



倉橋由美子（29回生）
「たんときれいに召し上がれ
美食文学精選：花の雪散る里」
<2015.1 ￥3,132 芸術新聞社>
「最後の祝宴」
<2015.5 ￥4,104 幻戯書房>

鍋島高明（30回生）
「一字一涙：Journalist中島及
著作集」
<2015.2 ￥2,916 高知新聞総合
印刷>

中城正尭（30回生）
「江戸時代 子ども遊び大事典」
<2014.5 \12,960 東京堂出版>

田島征三（34回生）
「トペラトト」
<2015.3 \1,080 現代企画室>
「やぎのしずかのしんみりした
いちにち」
<2015.5 \1,404 偕成社>

尾池和夫（34回生）
「2038年南海トラフの巨大地震」
<2015.3 ￥2,700 マニュアルハ
ウス>

大橋一章（36回生）
「會津八一」
<2015.1 \2,052 中央公論新社>

塩田潮（40回生）
「内閣総理大臣の日本経済」
<2015.4 \2,484 日本経済新聞
出版社>

黒鉄ヒロシ（41回生）
「本能寺の変の変」
<2015.3 \1,404 PHP研究所>

高山宏（42回生）
「不思議の国のアリス(ルイス
・キャロル著)」
<2015.4 \1,728 亜紀書房>

西田博（47回生）
「刑務官へのエール」
<2014.11 \1,728 廣済堂出版>

村木厚子（49回生）
「あきらめない―働く女性に贈
る愛と勇気のメッセージ(文庫)」
<2014.12 ￥788 日本経済新聞
出版社>

坂東眞砂子（51回生）
「朱鳥の陵(文庫)」
<2015.1 \756 集英社>

門脇護（53回生）
（ペンネーム 門田隆将）
「吉田昌郎と福島フィフティ」
<2015. 2 \1,512 PHP研究所>
「太平洋戦争 最後の証言 第一
部 零戦・特攻編 (文庫)」
<2015.5 ￥734 角川書店>

「太平洋戦争 最後の証言：第
二部 陸軍玉砕編 (文庫)」
<2015.5 ￥778角川書店>
「太平洋戦争 最後の証言：第
三部 大和沈没編 (文庫)」
<2015.6 ￥734角川書店>
「蒼海に消ゆ 祖国アメリカへ
特攻した海軍少尉「松藤大治」
の生涯(文庫)」
<2015.6 ￥734角川書店>

英保未来（54回生）
（ペンネーム 大森望 ）

「ザップ・ガン(フィリップ・K
・ディック著)」
<2015.3 \994 早川書房>

「vN(マデリン・アシュビー著)」
<2014.12 \2,052 早川書房>
「人間以前(フィリップ・K・ディ
ック著)」
<2014.11 \1,166 早川書房>

森岡浩（55回生）
「あなたの知らない九州・沖縄
地方の名字の秘密」
<2014.12 \972 洋泉社>
「日本の名字」
<2015.3 ￥596 エイ出版社>

安岡寛道（63回生）
「ポイント会員制サービス入門」
<2014.6 \1,728東洋経済新報社>
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